
 

先日
せんじつ

、理科
り か

の授業
じゅぎょう

で五年生が雲
くも

を

作って
つく    

いました。楽しそう
た の     

な実験
じっけん

でし

た。雲
くも

を自分
じ ぶ ん

で作った
つく    

のですから。 

さて、雲
くも

にはいろんな種類
しゅるい

があるの

を皆さん
みな    

は知って
し   

いますよね。 

すじ雲  （空
そら

にすじが入って
はい    

いるように見える
み   

雲
くも

） 

かみなり雲（入道
にゅうどう

雲
ぐも

とも言う
い  

、静
せい

電気
で ん き

がたまると 雷
かみなり

に） 

うす雲  （広く
ひ ろ  

かかる、すべて氷
こおり

のつぶからできている） 

うね雲  （低い
ひく  

所
ところ

にでき、形
かたち

が変わり
か   

やすい） 

うろこ雲 （高い
た か  

所
ところ

にできる、一つ一つが小さな
ちい    

かたまり） 

おぼろ雲 （月
つき

や太陽
たいよう

がぼんやりとかすんで見える
み   

） 

ひつじ雲 （ちいさなかたまりがもこもこ集まって
あ つ     

いる） 

わた雲  （綿
わた

をちぎったように浮いて
う   

いる） 

あま雲  （雨
あめ

を降らせる
ふ    

、あたりは暗く
くら  

なる、黒い
くろ  

） 

きり雲  （地面
じ め ん

に続いて
つづ    

いる） 

他
ほか

にも、「飛行機
ひ こ う き

雲
ぐも

」なんていうのを聞いた
き   

ことがあるでし

ょう。雲
くも

が一つもない日
ひ

は嬉しい
うれ    

ですが、雲
くも

があったら少し

じっくり見
み

てみましょう。          村越 新 

くも       しゅるい 


